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【１】お知ら せ  
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●  ≪寄付プレゼン ト キャンペーン 実施中 です≫  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力くだ さいますよう お願い します。  

１月末までの キャン ペーン期間中 、１万 円以上ご寄付 いただ いた方に 、「特別

プレゼント」 として 下記の中から おひと つプレゼント いたし ます。  

◇プレゼント 内容：  

〈１〉富安陽 子さん のサイン本  １冊（限 定 15 冊・抽選）  

〈２〉イイク ロちゃ んグッズ  全種類セ ッ ト  

〈３〉当財団 発行の お好きな報告 集  １冊  

今年は、金額にか か わらず、ご寄付い た だいた方全員 を対象 に、抽選で、「誰

にでも当たる プレゼ ント」もあり ます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  オンラインイベ ン トを開催しま す  

「広松由希子 と土居 安子のゆった り  まっ たり  ぶっちゃけ絵 本 トーク」  

講  師：広松由希子 さ ん（絵本評論 家・作 家）、土居 安子（ IICLO 総括専門員） 

◇リアルタイ ム参加 （Ｚｏｏｍ） 令和８ 年１月 17 日（土） 15:00～ 17:00 

 質疑応答の 時間あ り。録画配信も視聴 可 。 ◎定員 80 人  ◎参加費 1500 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025ehontalk-1.peatix.com/  

◇録画配信  １月 28 日（水）～３月３日（ 火）◎定員なし  ◎視 聴料 1500 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025ehontalk-2.peatix.com/ 

 

●  第 20 回国際グリ ム賞  贈呈式・記念 講 演会 を開催し ます  

講  師：エマー・オ サ リバン博士（第 20 回国際グリム賞 受賞者 ）  

演  題：「『不思議 の国 のアリス』を絵で表す  －記号間翻 訳とし てのイラスト

レーション－ 」  

https://syncable.biz/associate/19800701
https://2025ehontalk-2.peatix.com/


日  時：令和８年２ 月 ７日（土）  14： 00～ 17： 00 

会  場：國民會館  武藤記念ホール （大阪 市中央区大手前 2-1-2）  

定  員： 70 人（申込先 着順）   参 加費： 無  料  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団／  

    一般財団法 人  金蘭会／大阪府立 大 手前高等学校 同窓会  金蘭会  

お申し込み、 詳細は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/01_grimm/index.html#20ceremony  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Satoko's Talk 

*****************************************************************  

『花に風』  吉野万理 子 /作  あわい /絵  理論社  2025年 11月  対 象年齢：小学

校中学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団特別専門 員の小 松聡子さん（ Ｓ）で す。  

 

あらすじ：小学４ 年生 で環境美化委 員の夏 帆（かほ）は、家にも らって帰った

ア ジ サ イ よ り 学 校 の 正 面 玄 関 の ア ジ サ イ の 方 が 長 持 ち し て い る の に 気 づ き 、

そ の 花 を い け た 同 級 生 の お 母 さ ん で 、 小 原 流 の お 花 の 先 生 に 同 じ 環 境 美 化

委 員 の シ ョ ー ジ と と も に 会 い に 行 き 、 華 道 に は ま っ て い く 。 環 境 美 化 委 員

長の咲奈（さな ）せん ぱいも同じ教 室で華 道を習ってい るが、夏 帆はなまい

き だ と 目 を つ け ら れ る 。 家 で デ ザ イ ン 事 務 所 を 経 営 し て い る 夏 帆 の 両 親 が

大 手 企 業 社 員 の 言 い な り に な っ て い る の を 見 た 夏 帆 は 、 自 分 も せ ん ぱ い か

らの仕打ちを がまん しなければい けない と思う。  

 

Ｙ：タ イトルは 、「月 に叢雲  花に 風」とい うことわざの 一部で 、「いいことに

ジャマが入っ てしま う」、つ まり、お 花の レッスンは楽 しいの に、せんぱい

の い じ わ る で 思 い っ き り 楽 し め な い と い う 夏 帆 の 状 況 を 現 し て い ま す 。 ま

た、この作品 には華 道が出てくる ので、「 花」にはその 意味も あります。  

Ｓ：物語 に草花がい っぱいでてき て、「リ アトリス」や「石化 エニシダ」など

知 ら な い 名 前 を 見 る と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ ま し た 。 ね じ 曲 が っ て い る

石化エニシダ は、夏帆 が先輩との関 係でも やもやする場 面で使 われるなど 、

作品の内容と も関連 しています。 華道の 豆知識もおも しろか ったです。  

Ｙ ： 華 道 の お も し ろ さ と 同 時 に 興 味 深 い の が 人 間 関 係 で す 。 同 じ 環 境 美 化 委

員 の 夏 帆 と シ ョ ー ジ の 男 女 の 友 情 は さ っ ぱ り し て い ま す 。 一 方 、 夏 帆 を 悩

ませるのが、 咲奈せ んぱいです。  

Ｓ：絵を描く のが好き で、人と違う ことを大 切にしている 夏帆は、華道でも自

分 で 工 夫 し ま す 。 す る と 、 咲 奈 せ ん ぱ い が 来 て 、 ル ー ル に 従 う よ う に 言 っ

て、いきなり花 をハサ ミで切って、角 度もな おしてしまい ます。先 生のお手

本を見に行か ないで「わたしはわ たし」で やってみる夏 帆と、「 お手本通り

にやるのが上 達への 早道」と強くアド バイ スする咲奈せ んぱい の考え方は 、

華道だけでな く、い ろいろなこと に通じ ると思いまし た。  

Ｙ：もう一つ 興味深い のが、夏帆の 両親が仕 事でパワハラ を受け る一方で、夏

帆 の 母 が レ ス ト ラ ン で の 対 応 を カ ス ハ ラ と Ｓ Ｎ Ｓ で 流 さ れ 、 夏 帆 は 、 咲 奈

せんぱいの自 分への 態度はスクハ ラでは ないかと思う という ように、「ハラ

スメント」に ついて 語られている 点です 。  

Ｓ：夏帆の母 が、雨の 中、お年寄り のお客さ んを外で待た せ続け たことに対す

る 店 員 の 態 度 の 悪 さ に 怒 っ た と い う 点 で は 、 ハ ラ ス メ ン ト と い う に は 、 不

当 の よ う に 感 じ ま し た が 、 ハ ラ ス メ ン ト は 、 こ ち ら が ど う い う つ も り だ っ

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/01_grimm/index.html#20ceremony


たかというこ とでは なく、相手が「 不当だ 」と受け止めた らハラ スメントに

なることが書 かれて いる点はその 通りだ と思いました 。  

Ｙ：そ して、ハラス メ ントへの対応 は、闘う だけでなく、距離 を置 くという方

法 も あ る こ と を 夏 帆 の 両 親 が 自 分 た ち の 仕 事 を 断 る こ と で 示 し た と こ ろ は

説得力がある と思い ました。  

Ｓ：作品の最 後で、夏 帆が咲奈せん ぱいに 思い切って話 しかけ ると、せんぱ い

が 夏 帆 の 作 品 を ほ め て く れ ま す 。 作 者 は 、 そ れ で 二 人 が 仲 良 く な り ま し た

などとまとめ ず、夏帆 が「話せてよか った」と冷静に受け 止める ところで終

わらせていま す。そ れでより共感 して読 めました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 124 回「「旅人の は なし」から」  

 「すべて」 と「は じまり」  

 

宮 沢 賢 治 の ８ 歳 年 下 の 弟 清 六 は 、 父 政 次 郎 が し み じ み と 話 し て い た と い う こ

とばを書き留 めてい ます（「兄 賢治の生 涯 」 1969 年）。―― 「賢 治には前生に

永 い 間 、 諸 国 を た っ た 一 人 で 巡 礼 し て 歩 い た 宿 習 が あ っ て 、 小 さ い と き か ら

大 人 に な る ま で ど う し て も そ の 癖 が と れ な か っ た も の だ 」 政 次 郎 は 、 若 い こ

ろ か ら 仏 典 を 好 ん で 、 各 宗 の 碩 学 や 名 僧 を ま ね い て 仏 教 講 習 会 を 開 い た り も

しました。「宿習 」は 、辞書を引く と「宿 執」の字で出 てきま すが、前世の 因

縁のことでし ょう 。  

 

政次郎のこと ばを「「 旅人のはなし」か ら 」に重ねるのは入 沢 康夫です。――

「 お そ ら く 作 者 青 春 期 の も っ と も 早 い 時 期 に 書 か れ た こ の 散 文 に は 、（ 中 略 ）

父親の述懐を 自ら立 証するような「旅 人」の喩（たとえ―筆 者注 ）によって、

あ た か も 自 分 の 前 生 か ら 後 世 ま で に 対 応 す る ご と き 観 照 （ 本 質 を 見 つ め る こ

と―筆者注） が提出 されている 。」（ちく ま文庫『宮沢 賢治全 集 ８』 1986 年、

解説）  

 

〈 ず っ と 前 に 、 私 は あ る 旅 人 の 話 を 読 み ま し た 。 書 い た 人 も 本 の 名 前 も 忘

れましたが、 とにか く、その旅人 は永い 永い間、旅を 続けて いました。〉  

 

これが書き出 しです 。「今思い出したく らい 、その、はなしを書 き ます、」とし

て 書 き つ が れ ま す 。 あ る と き 、 旅 人 が ひ と り の 道 づ れ と い っ し ょ に 歩 い て い

る場面からは じまっ て、「支那の 南部の町 」での話、「戦 争と平 和」という国へ

遊びに行った 話……。旅人は、あら ゆる場所 、あらゆる時 間へ旅し たと思われ

ます。旅人は 、行く 先々で友だち ができ 、そして別れ ました 。  

 

〈 旅 人 は 旅 の 忙 し さ に 大 抵 は 忘 れ て し ま い ま し た が 時 々 は 朝 の 顔 を 洗 う と

き や 、 ぬ か る み か ら 足 を 引 き 上 げ る 時 な ど に 、 こ の 人 た ち を 思 い 出 し て 泪

ぐみました 、〉  

 

あるときには、り っぱ なお城に行き ます 。旅 人は、この国の王 子で した。それ

でも、王子は 、また 永い旅に出た のです 。  

 

お し ま い に は 「 盛 岡 高 等 農 林 学 校 に 来 ま し た な ら ば 、 ま ず 標 本 室 と 農 場 実 習

とを観せてか ら植物 園で苺でも御 馳走し ようではあり ません か。」と書か れて

いますが、「「旅人のは なし」から 」は、賢治 の高等農林時 代の同 人誌『アザ リ

ア』第１号（ 1917 年 7 月）に発表されまし た。賢治の文 学の出 発点にあたる

作品、賢治は 20 歳です。「自 分の前生 から 後世まで」の「すべ て 」を書いた作



品が「はじま り」に なったのです 。（馬 車 別当）  

 

（本文の引用 は、『 宮 沢賢治コレク ション ３  よだかの 星』に よりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７８  

*****************************************************************  

 

「わたし、あ んまり 大人を信用で きなく なったわ。」  

千世子は、罐 詰事件 のことを思い 出しな がらいった。  

「千世ちゃん、ぼくた ちは疎開して いて、い ろいろなこと を学ん だり、考え

たりしたね。よろこび も、かなしみ も、それ がほかの人か らのも らいものでな

く て 、 自 分 自 身 の 態 度 か ら わ き 出 て く る も の で な く て は 、 ほ ん も の じ ゃ な い

と、ぼくは思 うように なってきたん だ。自分 が、よい態度 をとった ときによろ

こび、よくな い態度を とったときに かなし む……。そう するとね 、自分がとて

も大きく思え 、大切 に感じるよう になる んだ。」  

孝 は 一 語 ご と に 力 を こ め て 千 世 子 に い っ た 。 だ が 千 世 子 に は 、 井 上 先 生 の

つめたい視線 を前に しては、孝の ような 考え方になれ なかっ た。  

「そうね、だけ どわた し、これだけは 、がん としてまもり つづけ ていこうと

思うの、信用でき ない 人の命令には、こ れか らしたがわな い。たと え、先生に

だって…… 。」  

 

（『 谷 間 の 底 か ら 』 柴 田 道 子 /作  岩 波 少 年 文 庫  岩 波 書 店  1976 年 7 月  

p.330 ＊初版は 1959 年 9 月  東都書房）  

 

12 月 14 日（日 ）に講 演と対談「 日本児童 文学戦後 80 年」（講 師：藤田のぼる

/宮川健郎）があ り、対談の司会を する準 備のために読 みまし た。母親の おっ

ぱいをさぐっ て寝て いたあまえん 坊の小 学５年生の千 世子（ち せこ）が、静 岡

県の修善寺と 富山県 津沢での集団 疎開を 経験し、１年 後の 1945 年 11 月に上

野駅に戻って 来るま でが描かれた 作品で す。  

 

体が弱く、ま じめな千 世子が、同じ 部屋の６ 年生の克枝に いじめ られたり、孝

と い う 同 学 年 の 少 年 と 友 だ ち に な っ た り 、 千 世 子 が ６ 年 生 に な っ て 、 孝 と の

友 だ ち 関 係 を 若 い 先 生 か ら 見 と が め ら れ た り 、 疎 開 先 で 家 族 が 東 京 大 空 襲 で

亡 く な っ た こ と を 知 っ た り 、 引 用 に あ る よ う に 、 先 生 が 罐 詰 を 盗 ん で 子 ど も

に 隠 れ て 食 べ て い る の を 目 撃 し て し ま っ た り し ま す 。 多 く の つ ら い こ と や 理

不 尽 な で き ご と に は 、 千 世 子 の 深 い 悲 し み や 怒 り は 書 か れ て い ま せ ん が 、 上

野 に 向 か う 列 車 の 車 内 で 、 千 世 子 は こ れ ま で の 思 い を ま と め た よ う に 、 孝 に

向かって「 信用でき ない人の命令 には 、これからした がわな い。」と いう引用

の言葉を言い 、先生 が非難すると 、「 わた しは自分で正 しいと 思うこと、自分

の良心にだけ 服従し ます。」と 言います 。  

 

作 者 自 身 の 体 験 を 、 客 観 性 を 保 持 し な が ら 描 い た 文 学 作 品 と し て 、 今 読 ん で

も読み応えの ある作 品だと思いま した。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

美術館「えき 」ＫＹ ＯＴＯで 12 月 25 日まで開催され ている 巡回展「レオ ・

レオーニと仲 間たち」に行ってきま した。日 本では、教科 書にも掲 載されてい

る絵本『スイ ミー』（ 谷川俊太郎 /訳  好学 社  1969 年）や、絵 本『あおくん

ときいろちゃ ん』（ 藤 田圭雄 /訳  至光社  1967 年）などが人気 のレオ・レオ



ー ニ （ 1910-1999） で す が 、 本 展 示 で は 、 絵 本 原 画 の み で な く 、 絵 画 、 彫 刻 、

ポスター、新 聞広告 など、 200 点以上が展 示されていま した。  

 

全体の構成は、第 １ 章「アムステルダ ム  シャガール のある 家」、第２章「ジ

ェノヴァとミ ラノの 間で  未来派 と広告 メディアでの 活動」、第３章「ニ ュー

ヨーク  アー トディ レクター時代 」、第４ 章「イタリアでの 制作 」、第５章「レ

オの絵本」と なってい ます。つまり 、レオー ニの生涯にそ って作 品が展示され

ており、絵本は 49 歳のデビューで すので 、第５章にな ってい ます。そして 、

５章の絵本原 画はも ちろんのこと、４ 章ま でがとても見 ごたえ がありました 。 

 

レオーニは、 1910 年、オランダで 生まれ 、イタリアと アメリ カ合衆国を行 き

来 し て 生 涯 を 送 り ま す 。 広 告 デ ザ イ ン や ア ー ト デ ィ レ ク タ ー と し て 活 躍 し 、

製菓会社モッ タの「モ ッタレッロ」とい うキ ャラクターを 作りだ し、雑誌『フ

ォ ー チ ュ ー ン 』 や 広 告 の 仕 事 も し ま す 。 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン や 色 の 使 い 方 に

は、絵本を彷 彿とさ せるものもあ りまし た。  

 

また、ブル ーノ・ム ナ ーリ、ソー ル・スタ イ ンバーグなど 、芸術家 たちとの交

流 の 紹 介 も 興 味 深 く 、 ム ナ ー リ か ら レ オ ー ニ へ の ク リ ス マ ス カ ー ド は 芸 術 性

に あ ふ れ 、 画 家 で あ り イ ラ ス ト レ ー タ ー で あ り 、 映 画 監 督 で も あ っ た エ マ ヌ

エーレ・ルッツァ ー ティ（ 1921-2007）のグリーティン グカー ドは、しかけ絵

本みたいだと 思いま した。  

 

５章には、デビュ ー作 の『あおくんとき いろ ちゃん』から最後 の絵 本『びっく

りたまご』（谷川 俊太 郎 /訳  好学社 1996 年）まで 、原画がな い 作品を含めて

す べ て 詳 し く 紹 介 さ れ て い て 、 懐 か し く 思 っ た り 、 再 読 し て み た く な っ た り

しました。  

 

展示には、 80 歳を過ぎても描いて いた「 黒いテーブル 」の絵 もありました 。

改 め て 絵 本 作 家 だ け で な い 、 レ オ ・ レ オ ー ニ の 芸 術 活 動 の 幅 の 広 さ と 深 さ を

感じることが できた 展示でした 。（Ｋ）  

 

美術館「えき 」 KYOTO https://www.mistore.jp/store/kyoto/museum.html  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者た ち   

*****************************************************************  

今月は休載し ます。  

来月配信の次 号（ NO.185）からは、第６ 章 「鳥越信先生 」です 。  

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

第２回「富安陽 子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ．２ ０２５ 」を 開催中。  

２つのキーワ ードを 使った童話作 品を募 集します。400 字詰め原稿用紙５～ 10

枚で、未発表 作品に 限ります。  

◎第２回のキ ーワー ド…「パン 」「ワニ 」  

募集期間： 11 月 20 日（水）～ 2026 年２月 ２日（日）  

第１回同様、 富安理 事長がおもし ろい作 品５～６点を 選び、 ２月 20 日（金）

のメールマガ ジン（ NO.186）で公開。読者に いちばんおも しろい と思った作品

に投票してい ただき 、１位と２位 を決定 します。  

https://www.mistore.jp/store/kyoto/museum.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  古川タク  映像 お もちゃ  ふた たび展  

会期： 12 月 19 日（金）～１月 12 日（月）  ※休館日あ り、要 入館料  

場所：おもち ゃ映画 ミュージアム （京都 市上京区）  

主催：（一 社）京都 映 画芸術文化研 究所  おもちゃ映画 ミュー ジアム  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『 花に 風』をプレゼン

トします。ご希望の 方 は、プレゼント応募 フ ォームから 、（ 1）お名前  （ 2）郵

便番号・住所  （ 3）電 話番号  （ 4）メー ルア ドレス、よ ろしけれ ば  （ 5）この

メルマガのご 感想を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は１月 13 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

今年もあとわ ずか。 大掃除など、 新年を 迎える準備も しなく てはなりませ ん

が、ついつい おっく うに。年末ぎ りぎり まで動き回る ことに なりそうです 。

今年もたいへ んお世 話になり、あ りがと うございまし た。来 年もどうぞよ ろ

しくお願い申 し上げ ます 。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

